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2 カラマツ心作ちiIiljを!以下!とし た作わせ1I，Iiり仙材の製造技術とその品質ぷluli

2 カラマツ心持ち正角を原料とした合わせ貼り軸材
の製造技術とその品質評価(予備的検討)

2.1 緒言

カラマツ心持ちA角は乾燥にともなうねじれの

ため、構造材としての利同が少なかった。

近年、前章てー示したようにそれを100
0

C以上の

高温で人工乾燥し、乾燥終了材をモルタで整形す

ることによって心持ち柱として利用できる技術が

開発されつつある。

本試験はその技術を応則して、合わせ貼り紬材

を開発することをは的とした。

2.2 研究の方法

2.2.1 材料

上伊那産末 11径16 ~1 8cm、長さ 401 のカラマ

ツ丸太24本から関 2-1に示す木取りで、 一辺12

co1の心持ち正角を製材し、蒸気式 IF型人.1.乾燥

装置により人工乾燥を行った。乾燥スケジュール

は初則蒸煮 511与11日、乾球温度130
0C一定48時間、

乾制球温度差50
0Cの高温乾燥とした。試験材は乾

燥終 f後、縦振動法によ り動的ヤング係数(Efr)

および形質変化を調査し、モル夕、により 10.5c01

正角に仕上け、た。

2.2.2 合わせ貼り軸材の作製

各試験体を Efrによって順位化し、 l番と 13

番、 2需と 14番、……、 12番と24番を対にして図

2-1に示すように幅10.5co1、 高さ 21co1の合わ

せ貼り軸材を製造した。接着剤はイソシアネ ー 卜

系樹脂を用い、 ff締正 8kgf/c012で接着した。

2.2.3 狂い及び縦握動ヤング係数の測定

合わせ貼り軸材を製造してから、4.5ヶ月後に

幅、厚さ、長さ、重量及ひ、縦振動ヤング係数を測

定した。山がりは長さ 401に対する曲がりの最大

矢高 [mm/401J、ねじれはス パン 4mのJK干

的iで3点を同定したときの l点の水平面からの距

離 [0101/401Jを測定した。

2.2.4 曲げ試験

狂い等を測定した後、曲げ試験に供した。曲げ

試験は凶 2-2に示すようにスバン378c01の 3当
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橋爪丈夫、 古山卒久、馬渡栄達

分荷重条件で行った。荷量負荷は合わせ貼り軸材

を構成する 2本の心持ち lド.)lJのうち、縦振動ヤン

夕刊係数の l白~ï l、!iが引張り側になるようにした。試

験機は島津製作所製じH-IOO型を用い、クロスヘ ッ

ド速さ 501m/minで荷量を負荷し、常法に従い

曲げ強さ、曲け、ヤンク係数を計算した。なお、ス

パ ン栄背比は18倍である。

21 cm 

10.5 cm 

図2-1 心持ち正角の木取り、合わせ貼り軸材の断面

し 126cm _1_ 126 cm _1_ 126 cm _1 

|、 -t -t -1 

1 …↑  
図 2-2 合わせ貼り軸材の曲げ試験

2.3 結果と考察

2.3.1 合わせ貼り軸材の狂い

合わせ日I~ り料!材 の製造から 4.5 ヶ月後に測定し

た狂いを表 2-1に不した。針葉樹の構造用製材

の日本農林規格，)(以下規格と記す) では甲種構

造材の構造mnの l級、 2級の曲がりの許容値と

して0.2%、0.5%を与えている。これらを、材長

4mの曲がりの矢高に換算すると、それぞれ 8

mm、20mmとなり、本試験で製造した試験体は

すべて l級の値を満たした。

次に、ねじれについては規格では 1級、 2級、

3級それぞれに 「軽微なことJ、「顕著でないこと」、

「利用 上支障のないこと」と規定しており、本試
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f(J の既往の，試験結~' よ りも 山げ強さは小さか っ

た。 このIJ立|λ!としては、 、Jilが大きくなれば山lげ

倍、さが減少するいわゆる、j法効果が考えられる。

なお、破壊形態をみるとすべて 1111げ破壊であり 、

接行同の影響はd、められなか った。 そして、引長

i) fJ!lJのlU(Jの川

験でj辺地 したt式験(本(ま、 少なくとも やJ)III文仰の

なL吋@Jj:Jには人 っている ものと 判断した。

合わせ貼り軸材の狂い表 2-1

いと Jfえられた。

次に山げヤン夕、係数と!十11げ強さとの関係をij¥す

散命|苅を|ヌ12-3にノj¥したo 心持ち IFffJにおいて

は件11げヤング係数とilliげ強さ の11¥-1には iFの相関関

係が既往の研究で明らかであるが、関にノ示すよう

に、i今わせ11山り軸材の場《には、1I町内の聞には制

|対関係がd、められなか った。従 って、この結果に

つ いて考察するためには今後さ ら なる『試験が必~

2.3.2 心持ち正角の縦振動ヤング係数と合わせ

貼り軸材の縦振動ヤング係数との関係

作わせ1I，Ijり申111材とする Iji，の心作ちIH(jの縦保到j

ヤ ン ク係数の ~al と 、 代わせ 1I ， Ij り 申I lJ t~ の rtll 吋， :.rU~免

の結果をR2-2に/J¥した。

t: 2 -2 に心すよ う に、作わせ I[，~j り I~fll 材 の縦振

動ヤンク係数はそれを情成する 2本の心持ち11的

の縦振iEJJヤンク係数の、liLJ{[I'1よりも瓜かった。

のWI大!と しては、心十!jちIIj(jの縦j反動ヤン グ係数

のiJllJiよ:を人|一位'(X柊 f後、 1 O.JCI1l 11. f(jに耕jf-;す

る以前{こfi'っており 、格形に際 してヤンク 係数の

，":Jl、i¥1)分がプレーナによ ってI;JJi'jljされたこと、1.5

ヶjJ川の養作用JlI¥I't 1に;今木本が生化し たこ と写か

巧えら れる。

2.3.3 合わせ貼り軸材の曲げ強度特性

ぷ2-2に/J\す よ うに??わせ 1[， lj り申Illf~ の山げ強

さl立中.t:Jf!l'13175kg!/CI11!、ZE動係数20.1%であっ

11本ill築学会の木質構造設計 J主権にノJ¥されて

、るii'卜存L亡、ノjlftかふ訴導される材料強肢は i¥y.iill情

j;2J-材で'255kgf/ Cl1lである。 この舶を卜 [01ったr試

験体;i12，ut験体'1'2体であった。 また、心持ち11..

製 造 後4.5ヶ月後に:則定試験体数 1:;の集計値、

である。

作わせ 1[， lj り 申I"f~ に つ い て 、 縦振動ヤンク係数 と

1111げヤ ンク係数との関係を|ヌ12 --4に示した。 l苅

にィ、すよ うに 1，1"朽 の関係は 入10，.: = 0.907 x F:fr、
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図 2-3 曲げヤング係数 (MOE)

との関係
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心待ち正角の縦振動ヤング係数と合わせ貼り軸材料の幽げ試験の結果

し、持ち正角のヤング係数 合わせ自占り軸材の試験結果

Eir C Eir T Efrヘ1 Efr MOE MOR 。 MC 

U crn tl c口 t!， c日 11 cm tl. cm kgf cm- % g， cm 

最大値 101.-1 133.8 120.6 115.8 105.-1 -1 08.~ 0.55つ 13.0 ~~ ~ 

平均値 1 !)0.3 118.3 109.5 1 0 5.~ 95.-1 311.5 0.-180 10.5 
最小値 %.-1 110.1 103.6 99.9 84.9 213.6 0.-1-16 1.8 
療準偏差 3.8 8) 6.0 6.0 6.3 64.1 0.021 1.5 

変動係数 ~~ 6.9 0.0 .J. i 6.6 :20.-1 5.6 .-L-l 

表 2-2

EfrC :圧縮側 L、持ち正角の縦j]i動ヤ ング係数、 EfrT :引張:)側L、持ち正角の縦援動ヤ ング係数、 EfrAV:Efr 

CとEfrTの平均値、 Efr:縦媛動ヤング係数、t-lOE:合?っせ貼i)軸材料の曲;fヤング係数、 MOR:曲げ強さ、 ρ:
密度、t-!C 含水率計による含水率測定値4箇所の平均値

~() --



カラマ ツ 心持ちi/ f(J を IJ;(P とした什わせ IV ， り 車1!lf~ の製造技術と その品つ

l卜f{Jの'*川化のIIJ能川がでてきた。本試験ではそ

の技術を応則して、合わせHtiり和lJ材を開発するこ

とをU的にねった。その結果、 iEl、等の寸法安定

性の I(~Îでは、使間に際して支障がない程度である

ことがぶ唆された。 -ノ}、強l主的なrr討では、1)I張

り側のi1.:向の品質にメ['::.tlされることから、より信

頼刊のI白Jl、材料とするためには、引張り側最外!届

に品質の安定したひき肢をさ らに佳若することな

とが必要と考えられた。

以上の結果は少ない試験体から得られたもので

今後試験体を用やした検討が必要である。

R-=0.61で/j¥された。
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要旨

カラマツはらせん木聞が顕著であり 、心持ち IF

μjは乾燥に伴うねじれのため、構造材 としての利

用は皆無に近かった。近年、 100
0

C以上の両副乾

燥終了材をモルタで仕トーげることによって心持ち

Efr 

図 2~4 縦振動ヤング係数 (Efr)

(MOE)との関係
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